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西
か
ら
東
へ

（
そ
の
二
）

水
野
千
里

　
　
第
闘
日
三
月
二
十
七
日
雨

　
　
　
鳥
取
か
ら
京
都
ま
で

一
、
雪
の
山
陰
線
Q
夜
來
の
雨
が
未
だ
止
ま
ぬ
Q
大

　
坪
氏
の
土
管
り
な
受
け
て
b
午
前
九
時
鳥
坂
獲
京

　
都
に
向
つ
六
〇
澹
線
の
山
々
ば
雪
を
頂
い
て
居
る

　
が
、
柳
の
芽
に
繭
，
え
出
で
、
梅
の
花
ば
今
を
盛
り

　
ミ
浅
き
齪
れ
て
居
ろ
。
出
雲
今
市
以
東
ほ
曾
遊
の

　
地
で
あ
ろ
。
輻
知
山
で
乗
替
へ
、
保
津
川
の
急
流

　
な
車
窓
か
ら
眺
め
、
午
後
四
時
五
十
六
分
二
條
騨

　
に
つ
い
穴
。

二
、
山
本
翌
翌
の
水
野
獲
見
。
二
條
飯
前
か
ら
電
車

　
に
飛
び
乗
り
、
熊
野
挙
証
前
で
降
り
て
、
岡
崎
，
西

　
繭
の
川
「
の
三
六
の
山
本
先
生
の
新
し
い
御
佳

居
た
繋
れ
て
、
一
番
地
は
探
し
あ
て
六
が
、
敷
十

　
戸
あ
る
の
で
、
探
し
て
居
六
最
中
、
ニ
コ
く
の

　
紳
士
．
が
μ
水
野
漁
波
日
乃
・
ぜ
呼
｝
μ
れ
る
の
で
℃
　
オ
ヤ
」
こ
田
心

　
つ
て
、
能
く
至
る
ぜ
山
本
先
生
で
あ
っ
糞
Q
先
生

　
に
去
大
正
十
一
年
九
月
御
渡
米
、
欧
洲
、
印
度
洋

か
経
て
今
回
御
麟
朝
に
な
つ
六
の
で
あ
ろ
。
先
生

に
に
余
が
天
文
塵
の
方
へ
行
く
か
も
し
れ
な
い
ビ

　
て
、
待
っ
て
居
ら
れ
恥
が
、
逞
く
な
つ
染
の
で
、

　
宅
の
山
ガ
へ
山
戯
甲
ワ
に
・
着
る
の
で
あ
ら
・
り
。
こ
て
、
御
僧
即

　
り
の
途
中
で
計
ら
ず
も
御
目
に
懸
つ
糞
の
で
誠
に

　
嬉
し
か
つ
六
の
で
す
。
浦
三
ケ
年
程
、
遠
く
離
れ

　
て
居
六
が
、
心
ば
近
か
つ
れ
。
御
手
紙
な
戴
く
し

　
宣
嚢
胞
た
逡
リ
、
御
櫻
嫌
な
伺
っ
て
居
糞
が
御
姿
に

接
し
な
い
の
た
遺
憾
に
思
っ
て
居
六
の
で
あ
る
。

　
早
蓮
御
写
し
て
新
し
い
御
住
居
に
塗
り
、
久
々
で

奥
様
に
御
目
に
懸
り
、
ニ
コ
ー
罪
し
て
居
ら
れ

　
る
御
令
息
、
進
さ
ん
、
修
さ
ん
の
晴
れ
“
し
い

　
紅
顔
々
見
て
涙
ぐ
ま
し
く
な
つ
糞
O
昨
年
四
月
滋

賀
縣
に
御
留
穿
宅
な
訪
問
し
六
時
、
御
令
息
ほ
憩

　
戸
に
御
町
父
さ
ん
b
御
山
母
さ
ん
の
出
迎
へ
に
、
御
㎜
湘
皿

　
父
さ
ん
定
行
く
の
で
あ
る
ご
、
指
折
り
鍛
へ
て
待

　
つ
て
居
ら
れ
距
が
、
其
の
時
が
來
て
、
再
び
御
爾

親
の
膝
下
で
労
し
い
月
日
な
逡
ら
れ
る
様
に
な
つ

　
六
の
で
あ
る
Q

三
、
山
本
敏
授
の
土
産
註
。
澤
山
の
お
土
産
話
た
雛

　
い
表
が
、
そ
の
中
の
主
な
も
の
な
次
に
記
さ
う
0

1
、
七
十
七
ヶ
所
の
天
文
墓
予
察
。
来
國
で
三

十
一
ケ
所
、
殴
洲
オ
上
海
虐
で
四
十
五
ケ
所
。

今
一
ヶ
所
ば
耐
戸
の
海
洋
氣
象
豪
で
合
計
七
十

　
七
ケ
所
の
天
接
受
な
覗
察
さ
れ
六
さ
う
で
す
し

　
か
し
熱
心
に
思
事
に
日
々
襯
測
し
蘇
り
、
眞
創

　
に
研
究
し
て
居
ろ
天
丈
墓
ぱ
少
い
亡
の
事
で
し

ご
六

六
。2
、
二
百
五
十
吋
の
大
反
射
望
蓮
鏡
。
目
下
巴
里

に
於
い
て
二
百
五
十
吋
の
鏡
な
製
造
す
べ
く
リ
チ

ー
氏
が
苦
心
し
て
居
る
Q
同
氏
に
ウ
ヰ
ル
ソ
ン
山

や
、
ヤ
ー
キ
ー
ス
の
大
反
射
鏡
の
製
作
者
で
あ
ろ

が
、
直
径
二
百
五
十
吋
の
反
射
鏡
ほ
鋳
物
で
は
出

張
な
い
か
ら
、
硝
子
た
接
む
・
合
ぜ
て
製
造
す
ろ
方

針
で
、
接
ぎ
舎
す
に
セ
メ
ン
ト
な
以
て
す
ろ
こ
亡

に
さ
れ
、
そ
の
セ
メ
ン
ト
に
目
的
通
り
の
も
の
が

作
ら
れ
索
の
で
、
い
よ
一
こ
れ
か
ら
大
反
射
鏡

為
製
作
す
る
段
取
り
亡
な
る
の
で
，
こ
れ
に
成
功

す
れ
ば
世
界
「
第
一
の
も
の
で
あ
ろ
O
ウ
ヰ
レ
ソ
ン

山
上
の
百
吋
反
痢
望
蓮
鏡
も
こ
れ
に
比
し
て
に
顔

色
な
し
だ
。
世
界
一
准
以
て
ジ
な
け
ら
ね
ば
浦
足

ぜ
ぬ
、
米
人
ば
ヤ
ン
キ
ー
の
本
性
な
現
に
し
更
に

大
々
的
望
遠
鏡
た
作
ろ
で
、
あ
ら
う
0

3
、
日
本
に
天
丈
玉
野
三
十
〃
所
、
華
府
縣
其
の

他
主
要
地
三
十
ケ
所
位
に
天
文
言
為
設
置
し
れ

い
Q
反
射
望
遠
鏡
か
据
付
け
う
な
ら
ば
、
経
費
の

多
く
潜
要
ぜ
な
い
Q
第
一
蒲
凝
し
て
大
學
又
に
高

等
學
校
所
在
地
に
．
四
吋
以
上
の
望
耳
鏡
た
備
付
け

相
互
に
連
絡
々
刈
り
て
研
究
か
遙
行
さ
ぜ
恥
い
も

の
で
あ
る
Q
學
問
に
夢
境
な
し
特
に
天
文
學
に
於

て
然
り
で
あ
ろ
。
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4
露
呈
同
妊
會
の
天
丈
皇
Q
官
公
立
の
天
交
配
も

必
要
で
あ
み
ガ
、
民
衆
に
、
提
供
諭
ヲ
ベ
告
、
天
文
墓
、

同
好
者
が
自
由
に
観
測
す
る
こ
ピ
准
得
る
二
丈
豪

趣
味
々
義
ふ
爲
め
の
天
文
藁
の
如
き
ば
、
天
文
同

好
會
で
設
置
し
象
い
。
支
部
所
在
地
に
ば
篁
着

に
…
…
：
鳥
取
大
坪
氏
の
談
に
よ
る
定
、
三
吋
以

上
の
望
蓮
七
十
㎝
数
本
か
取
扱
ば
れ
お
さ
う
だ
か
ら

同
好
會
員
申
に
も
相
星
の
所
有
者
が
あ
る
Q
岡
山

縣
下
に
も
三
吋
望
蓮
鏡
が
七
戸
ば
髄
か
に
あ
み
。

實
に
前
途
有
望
鳳
こ
亡
で
あ
る
。

5
、
會
員
「
萬
人
蓮
動
。
農
薬
各
國
た
巡
遊
さ
れ

六
が
、
我
が
天
文
同
好
會
の
如
き
、
あ
ら
ゆ
る
階

級
に
歓
迎
ぜ
ら
れ
一
千
蝕
②
會
員
な
有
っ
て
居
る

天
文
の
會
に
少
い
σ
天
丈
に
趣
味
た
有
し
て
居
る

人
は
多
い
が
、
天
文
同
好
會
の
有
ろ
の
た
知
ら
な

い
人
が
多
い
か
ら
、
全
國
に
亙
っ
て
宣
傅
し
カ
ら

一
萬
の
會
員
な
得
る
こ
ミ
ば
六
ケ
敷
ほ
あ
る
ま
い

ヒ
。
五
百
名
前
捌
、
千
名
運
動
に
過
去
の
こ
ぜ
、
百

尺
竿
頭
一
歩
で
な
く
、
数
十
歩
た
進
め
て
一
萬
名

立
動
1
特
に
東
京
に
多
数
の
同
好
會
員
が
あ
ろ
の

で
、
早
速
支
郡
か
設
け
て
東
西
相
引
じ
て
，
大
に

活
動
し
た
い
も
の
で
あ
る
ぜ
。

6
、
天
丈
學
全
書
Q
先
生
ば
畢
世
の
事
業
亡
し

て
、
全
國
に
亘
り
六
十
ケ
所
以
上
の
天
丈
塵
々
設

置
す
ろ
こ
ぜ
＼
今
「
つ
1
1
天
丈
皐
全
書
の
刊
行

で
あ
る
♂
申
さ
れ
旗
。
此
の
一
書
さ
へ
虫
け
ば
天

丈
に
聾
す
ろ
こ
ビ
に
何
で
も
分
ら
な
い
こ
亡
に
な

い
ミ
い
ふ
一
大
著
述
た
計
書
さ
れ
て
居
る
の
で
、

少
く
も
二
、
三
千
頁
の
大
冊
、
後
世
に
獲
す
べ
き

意
義
あ
る
學
者
の
仕
事
で
あ
ろ
0

7
、
小
遊
星
一
千
二
十
四
ケ
Q
一
八
〇
一
年
に
小

遊
星
「
セ
ン
ス
」
が
伊
太
利
の
ビ
ャ
ツ
ー
に
獲
見

さ
れ
て
か
ら
、
一
九
二
四
年
六
月
三
十
日
迄
に
一

千
を
超
ゆ
る
こ
ぜ
二
十
四
ケ
獲
見
さ
れ
カ
。
彗

星
の
獲
見
も
頻
繁
ぜ
な
っ
て
來
て
、
現
に
今
日
も

ニ
ケ
の
獲
見
電
報
が
到
着
し
れ
ミ
の
事
。
因
に
云

ふ
、
本
年
ば
彗
星
の
大
當
り
年
で
六
月
に
に
シ
ョ

ー
ル
彗
星
、
七
月
に
に
テ
ン
ペ
ル
第
二
彗
星
、
九

月
に
に
フ
ァ
イ
ェ
星
彗
、
十
月
に
ば
瀞
ソ
リ
彗
星

年
末
迄
に
ば
ス
ヰ
フ
ト
、
ウ
ナ
〃
フ
、
ゴ
ソ
プ
、

タ
ソ
ト
ル
、
デ
ヴ
イ
コ
等
の
周
期
的
彗
星
が
現
ば

れ
る
筈
で
あ
る
。

8
、
世
界
「
週
Q
横
線
出
帆
、
太
笛
洋
為
横
騎
し

て
米
國
に
滞
在
ニ
ケ
年
Q
其
の
間
に
来
大
陸
奄
三

回
橿
臨
さ
れ
、
一
九
二
三
年
九
児
十
日
の
日
蝕
観

測
の
爲
〔
め
選
一
揖
屋
タ
・
リ
ナ
由
干
乾
遙
々
遡
行
さ
れ
、

中
洲
で
ば
露
西
亜
ぜ
填
地
利
定
た
除
い
六
主
な
國

々
准
㎞
巡
遊
さ
れ
、
伊
太
利
ナ
ボ
可
港
か
ら
、
膵
…
島

丸
で
印
度
洋
為
縫
て
、
神
戸
港
に
上
陸
さ
れ
六

の
で
、
東
へ
一
ぜ
世
界
奄
一
週
さ
れ
カ
の
で
、

一
廉
の
地
理
側
學
者
コ
こ
な
つ
カ
ご
申
さ
れ
議
μ
o
梱
例
へ

ば
西
班
牙
の
都
電
で
中
等
學
校
で
教
へ
て
居
ろ
の

P
μ
何
盧
四
画
面
か
ミ
の
こ
ミ
，
マ
ド
リ
ー
ド
、
バ
ル

セ
ロ
ナ
、
パ
ロ
ス
、
コ
ル
．
ド
バ
熔
寺
で
あ
み
亡
い
つ

糞
ら
、
そ
れ
等
に
大
抵
族
縦
し
カ
σ
殊
に
バ
か
セ

ロ
ナ
ロ
最
近
の
護
田
田
ほ
著
し
い
も
の
で
、
「
天
黒
刈
」
に

連
載
さ
れ
つ
」
あ
ろ
海
外
日
誌
に
隊
洲
に
入
っ
て

一
段
の
興
味
が
あ
る
の
で
あ
る
定
申
さ
れ
索
0

9
、
瑞
西
ε
我
が
國
ビ
の
風
景
。
世
界
為
漫
遊
し

て
風
景
の
讐
壁
に
瑞
西
の
山
水
定
我
が
國
の
風
光

ぜ
で
あ
る
こ
オ
為
知
つ
糞
。
爾
國
の
風
景
は
根
本

に
於
て
異
ろ
黙
ば
あ
ろ
が
、
他
に
之
れ
に
比
す
べ

き
も
の
ば
な
く
、
瑞
西
に
山
に
獲
て
、
我
が
國
に

海
為
得
て
、
且
々
其
の
美
を
期
し
て
、
實
に
世
界

に
於
け
ろ
二
大
樂
園
地
で
あ
る
電
0

10

A
　
一
昨
年
の
大
讐
災
Q
關
東
の
大
震
大
火
、
あ

の
阻
心
び
出
す
さ
ヘ
ゾ
ソ
ぜ
す
ろ
大
依
火
。
東
山
ぶ
、
横

濱
の
査
滅
ビ
い
へ
げ
ハ
、
日
本
全
土
の
破
滅
ハ
の
知
く

考
へ
て
居
六
野
木
人
が
μ
多
く
て
、
我
が
國
［
の
幅
迎
縫
惧
に

英
本
國
に
二
倍
す
る
程
あ
る
ピ
い
ふ
こ
ミ
存
知
ら

な
い
。
學
校
の
地
理
教
科
書
に
あ
る
日
本
の
記
事

に
二
、
三
行
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
日
本
に
噛
す
ゐ

　
　
　
　
　
　
二
七
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知
識
に
實
に
貧
弱
な
も
の
で
あ
る
オ
α

11

A
國
際
聯
盟
ミ
来
國
の
糟
唖
暴
9
ウ
ヰ
ル
ソ
ン
大

統
領
の
首
唱
し
六
類
癌
聯
盟
に
恕
す
ろ
御
所
見
た

承
つ
カ
ε
こ
ろ
、
國
際
聯
盟
に
は
種
々
の
鋏
隅
が

あ
る
の
で
、
一
部
の
人
々
が
期
待
し
て
居
ろ
程
の

敷
果
匡
怪
し
い
も
の
で
あ
る
亡
。
来
國
人
の
本
邦

人
に
封
ず
る
橿
暴
ほ
實
に
著
し
い
も
の
で
事
苺

に
、
露
骨
に
あ
り
も
ぜ
η
統
計
を
示
し
、
敵
意
々

狭
ん
で
居
ろ
こ
ぜ
ば
實
に
明
白
な
も
の
で
、
本
年

の
海
軍
大
演
習
ぜ
い
ひ
、
昨
年
の
移
民
法
案
の
如

き
、
絡
て
、
本
邦
人
に
好
感
准
以
っ
て
居
な
い
の
で

將
來
の
事
一
考
ふ
る
ぜ
き
に
寒
心
の
至
り
で
あ
る

定
o

12

A
世
界
一
の
大
日
本
帝
國
。
ニ
ケ
年
雫
に
世
界

の
強
國
鐸
米
、
英
、
佛
、
伊
か
始
め
ピ
し
て
、
蜀

蘭
、
白
、
西
等
の
諸
罪
な
覗
察
さ
れ
糞
が
、
来
國

で
は
生
命
、
財
産
に
墾
す
ろ
不
安
著
し
く
、
公
園

等
し
か
も
紐
育
の
如
き
所
で
す
ら
、
盗
賊
横
行
し

風
儀
の
悪
し
き
驚
く
べ
告
も
の
が
あ
る
。
佛
蘭
西

の
疲
弊
の
甚
し
き
ほ
想
像
に
隠
り
、
西
班
牙
人
の

意
惰
、
團
牛
の
今
日
に
至
う
も
行
ほ
れ
て
居
る
な

．
ε
言
語
に
紹
す
ろ
こ
虐
で
、
伊
太
利
は
活
氣
乏
し

く
、
英
國
に
稽
々
可
な
る
も
我
が
國
の
如
く
妥
心

　
し
て
生
活
に
出
自
な
い
。
蜀
逸
に
全
力
潜
盤
し
て

復
興
に
努
力
し
て
居
ろ
の
で
其
の
成
績
の
見
る
べ

毫
も
の
は
あ
ろ
が
、
大
戦
前
の
猫
國
に
餅
ろ
の
ば

前
途
遼
蓮
で
あ
ろ
。
填
地
利
ざ
露
西
亜
ピ
に
足
跡

　
翻
印
ぜ
ら
れ
な
か
つ
カ
が
、
前
者
の
亡
國
に
等
し

き
に
反
し
、
後
者
ば
総
て
が
、
や
り
直
し
で
あ
ろ

か
ら
、
世
人
の
思
っ
て
居
る
程
危
瞼
で
な
く
萬
事

着
々
ε
其
の
功
な
修
め
、
あ
の
財
政
の
罪
な
ら
ざ

　
る
に
穿
ち
す
敏
育
方
面
に
力
を
用
ひ
、
天
丈
塵
の

如
き
も
、
設
備
な
整
へ
、
或
ば
新
設
ぜ
ら
れ
糞
も

の
も
静
か
ら
す
面
目
奄
一
新
し
つ
・
あ
ろ
の
で
あ

　
ろ
。
思
雪
腹
國
の
念
燃
ゆ
る
が
如
く
、
國
内
亭
穏

に
し
て
、
活
氣
に
富
み
、
國
民
の
緊
張
ぜ
る
世
界

　
に
比
な
く
、
東
方
の
紳
半
ば
實
に
世
界
一
の
亭
和

　
な
る
國
で
、
外
遊
ニ
ケ
年
雫
の
結
論
に
曰
く
世
界

　
各
國
ピ
我
が
國
ぜ
な
比
較
す
る
に
、
我
が
國
に
優

　
れ
る
國
に
な
く
、
實
に
世
界
一
の
大
日
本
帝
國
に

　
生
れ
糞
の
確
説
輻
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
Q
こ
れ
が
熱

　
心
な
ろ
基
督
敏
信
者
山
本
先
生
の
御
感
想
で
あ

　
ろ
〇

四
、
リ
イ
ド
彗
星
。
本
日
天
堂
皇
に
彗
星
召
見
の
電

　
報
が
暗
い
糞
の
で
、
山
本
先
生
の
お
辿
々
し
て
午

　
後
十
時
過
ぎ
、
天
文
塵
に
行
っ
て
見
ろ
ぜ
電
燈
が

　
　
　
　
　
　
二
入

輝
い
て
居
糞
書
た
欺
く
如
く
。
こ
れ
ば
伊
藤
助
手

が
新
彗
星
襯
測
の
爲
め
に
出
勤
さ
れ
て
耳
門
か
ら

で
あ
っ
糞
。
天
丈
星
者
は
矢
張
天
丈
隠
者
だ
こ
思

つ
カ
Q
同
氏
の
談
に
よ
れ
ば
、
今
日
の
空
ば
絵
り

よ
く
な
い
の
で
、
シ
ヤ
イ
ン
彗
星
の
方
ば
駄
目
だ

が
」
イ
ド
三
星
匡
観
測
す
ろ
こ
ε
が
出
盛
た
ε
の

事
。
早
蓮
七
島
赤
道
儀
に
駈
付
け
て
期
測
し
乳
。

成
程
乙
女
星
座
γ
星
の
傍
に
瀞
－
亡
し
距
星
雲
か

彗
星
か
剣
明
し
な
い
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
が
示

さ
れ
六
位
置
な
の
で
山
本
助
教
授
匡
こ
れ
存
ス
ヶ

ツ
チ
さ
れ
実
。
天
禮
唯
一
の
愛
二
物
土
星
た
観
ぜ

で
、
貰
っ
て
、
先
生
の
御
宅
に
餅
り
璽
日
午
前
一
時

迄
も
話
し
匡
盤
き
な
か
つ
れ
。
（
．
つ
穿
く
）

名
古
屋
支
部
　
去
る
五
月
九
日
久
し
ぶ
り
で
大

講
演
所
々
開
き
左
の
講
演
が
あ
っ
穴
。

　
星
か
生
れ
て
か
ら
死
ぬ
ま
で
　
薦
木
傍
馬
氏

　
彗
星
の
話
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
一
清
氏

會
揚
に
第
一
女
學
多
々
堂
で
、
約
三
百
人
集
ま
つ
糞
。

　
翌
日
講
師
に
同
市
の
清
話
手
に
招
か
れ
て
左
の
講

演
為
し
実
。

　
太
陽
ぜ
日
食
　
　
　
　
　
　
　
山
本
一
清
氏

　
星
雲
の
話
　
　
　
　
　
　
　
　
蛇
木
俊
馬
氏


